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[要約] 

背景； 

 胃癌においてヒト上⽪成⻑因⼦受容体 2 型 (HER2) の発現を正確に評価する

ことは、化学療法のレジメンの決定に重要である。しかし、ホルマリンによる

検体の固定状態が、HER2 の評価の信頼性に影響を及ぼすことが知られてい

る。筆者らは切除不能の進行ないし再発胃癌において、検体採取日 (平日 vs 週

末)と検体 (生検検体 vs 外科的切除検体)の違いによる HER2 発現の評価の相関

を明らかにすることを目的とした。 

 

対象と方法； 

2008 年 1 月 1 日から 2021 年 12 月 31 日までに、札幌市立総合医療センターで

化学療法を受けた原発胃癌患者 177 人 (男性 109 人、女性 68 人)を対象とし、



HER2 の陽性率を評価した。ホルマリンによる固定時間は、固定開始から自動

包埋処理装置による包埋の開始時間までと定義した。HER2 の発現は免疫組織

化学 (IHC)および蛍光 in-situ ハイブリダイゼーション (FISH)にて確認し

た。HER2 陽性は IHC スコア 2＋/FISH 陽性または IHC スコア 3＋と定義し、

HER2 陰性は IHC スコア 0 または 1＋または IHC スコア 2＋/FISH 陰性と定

義した。 

 

結果； 

全体の HER2 陽性率は 18.1%で、週末 (12.8%) に比べ平日 (20.0%)の陽性率

が高かった。生検検体の陽性率は平日 (23.9%)が高く、休日 (11.1%)は手術検

体よりも発現率が低かった。ホルマリン固定時間は、生検、手術検体ともに平

日と休日で有意差が認められた。 

[Take home massage] 

・ホルマリン固定時間が⻑いと、特に生検検体において HER2 発現を過小評価

する可能性がある。週末に採取された検体が週明けに処理される場合は注意が

必要である。 



・American Society for Clinical Pathology のガイドラインでは、検体採取後

10%緩衝ホルマリンに 1 時間以内に浸漬し、6~72 時間急速固定することが推

奨されている。 
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